
 
      テーマ「社会と自分」 

4月 SDGsについて学ぶ 
5月 探究の基礎を学ぶ 
９月 グループ別探究開始 

   問い作り→課題の設定  
１０月 探究計画書の作成 

   アクション 
１２月 まとめ・表現（スライド、ポスター作成等) 

2月 学年内発表、振り返り 

     テーマ「地域と自分」 
4月 日光の魅力を調べる 
5月 日光市職員によるガイダンス 
6月 グループ別探究開始 
  興味・関心、進路からテーマの選択 

7月 テーマに関する問いを立てる 
8月 テーマ別フィールドワーク 
9月 課題の設定 

10月 アクション   
１月 まとめ・表現（スライド、ポスター作成等) 
３月 成果発表会、振り返り 

      テーマ「○○と自分」 

4月 自己の進路に関する進路調査 
9月 SDGsと自分の 
  進路を関連付けた探究 

１２月 まとめ・表現（スライド、ポスター作成等) 
２月 学年内発表、振り返り 

   問いをたくさん作るワークショップを通して、  

        課題設定のヒントを得る。 
《 課題設定までの流れ 》   

 ①SDGsの目標を１つ選択し、それに関する疑問や課題 

   をたくさん書き出す。 

 ②イメージマップやYチャートなどの思考ツールを活用して、一番気に  

   なる疑問や課題を選び掘り下げる。 

《 問い→課題を設定した例 》  

  「SDGs 目標17パートナーシップでできることは？」 

            → 「自分たちでＳＤＧｓを広められるか?」 

  「飢餓、貧困の解決の手段って？」 → 「食品廃棄物の実態」   

             課題解決のために各自が具体的なアクショ 

        ンを起こし、情報を集め整理分析を行う。 

《 課題と具体的なアクションの例 》 

 「貧困と教育」 → エコトレーディングの実施 

 「健康・経済とコロナウイルス」 

 →生徒、教員対象にコロナに関するアンケートの実施 

           地域と連携して、各自のテーマに関係する   

        フィールドワークを行い課題設定につなげる。 
《 テーマとフィールドワークの例 》 
 ・「 外国人とのコミュニケーション」 

    →地域の外国人を招いたスポーツ大会の開催 

 ・「日光の木を守り育てよう」  

    → 獣害問題について調査するために地元猟師との交流 

 ・「ウィズコロナ」 →  日光市役所での情報交換 

 ・「地域、行政と連携し、日光明峰高校を選ばれる高校にしよう」    

   →  PRポスター作成のために文星芸術大学の学生との交流 

学校設定教科「地域セミナー」(２年2単位)

における体験的な活動を通して、地域に対する

理解を深め、総合的な探究の時間の充実を図

る。        

 

《 具体的な内容 》 

 ・国際的な視点で日光を知る 

   「Youは何しにNIKKOへ」をテーマに 

   二社一寺周辺でインタビュー 

 ・自然的な視点で日光を知る 

     中禅寺湖や田母沢御用邸などの自然散策 

   足尾銅山に関連した銅の生成実験 

 ・歴史的な視点で日光を知る 

   日光の歴史や文化について学ぶ 

 日光明峰高校 ～ 「日光学」を中心とした探究活動 ～  

 
2年生 地域探究 
・「地域や行政と連携し、日光明峰  

 を選ばれる高校にしよう」 

  → PRポスターの作成 

・「日光の木を守り育てよう」 

  → 日光市に改善案を提案 
   《提案内容》 

   広報活動などで若年層の猟師を増やす。 

     鹿、熊、猪の皮や角を販売する場所を作る。 

     日光市で木の駅を実施する。 

3年生 SDGsと自分の進路を関連付けた探究 
・「地域と自分」  社会科学×まちづくり×SDGs 

・「日光と自分」  歴史×文化×巫女×SDGs 

point1 

point2 

point4 

point3

年間予定 

主な課題研究 

1年 
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《 特色 》 日光明峰高校の総合的な探究の時間は、「日光学」を中心として、SDGsに基づいた社会問題を 
テーマとした内容からスタートし、地域と連携しながら日光市の課題の解決を目指した探究活動に
つなげます。これらの活動を通して、社会や地域の様々な事象を「自分ゴト」として受け止め、持続
可能な社会における自らの役割を認識し、主体的に行動できる人材を育成します。 
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●地域の資源、人材の活用 

世界に誇る日光のフィールドにおける探究活動を実施す

るために、地域の資源、人材を活用する目的で、日光市

役所との連携を進めた。 

 

●職員室、校内図書館に関連書籍コーナーを設置

し、探究活動やSDGｓに対する理解を促進 

 
 
 
 
 
 
 

●外部教材の活用 
教員にとって、足並みを揃えた指導がしやすくなり、生徒

にとって、活動のガイド役となるような外部教材を選定

し、総合的な探究の時間に導入した。 

これから目指す取組 

  

●2年成果発表の参観者による評価 

・評価の観点を明確にして、評価シートによる評価を行う。 

・参観者は生徒(1年、２年）、教員、保護者、地域住民。 

  

 

 

 

 

 

●1年間の探究活動を自分で振り返る（2年生） 

 
  

 
●２０２２年度より総合的な探究の時間を 

                    ３単位から５単位に増加 

２年生2単位で実施していた学校設定教科「地域セミ

ナー」と合わせて、総合的な探究の時間を5単位で実施

する。また、体験的な活動の充実を図ると共に、進路探究

も含めた3年間の体系的なカリキュラムを作成する。 

 

●評価方法の検討 
先進校の取組を参考に、本校の実態に即した評価方法

(ルーブリック評価、ポートフォリオ評価 等)の検討を進

める。 

●探究の取組を進路につなげる意識を高める 

探究の取組が進路に結びついた事例を生徒

と教員で共有する場面を設定することで、総

合的な探究の時間の取組を進路につなげる

意識を高め、その後の活動に活かす。 

探究活動における評価の例 

これまでの主な取組 これから目指す取組 

《 評価シートの例 》 

《 参観者からの一言 》 

 ・「解決策から提案までの流れが分かりやすく明峰生   

  の努力が感じられた」 

 ・「高校生が地域のことを真剣に考えた成果が見られ  

  素晴らしかった」 

 ・「自分にもできることの視点で考えられていた」 

・ワークシートを使って1年間の探究活動を振り返り

自己評価を行う。 

・自分ができたこと、意識したこと、今後身に付けたい

ことなどをまとめ、学んだことを３年の進路探究につ

なげる。 

 《 生徒の記述 》 

  ・協働して取り組むことがとても大変でしたが、発表を終 

   えて大きな達成感を感じられました。 

  ・まちづくりを自分ごととして考える学びになった。大人に  

   なってもまちづくりに対する参画の姿勢をもちたい。 

  ・難しかったけど、自分たちなりの探究ができたと思う。 

《 担当者の声 》 学習指導部長 千坂 篤史 
探究活動を始めた当初は、生徒たちは、何事にも受け身で、課題に対して深く考えることなく簡単に答えを出

そうとしていました。そのような中、各教員が「教える」のではなく、「伴走し導く」ことを意識しながら関わり続け
ることで、生徒が主体的に、より深い探究に挑戦するようになり、達成感や充実感を感じながら活動を進めるこ
とができたようです。今後も試行錯誤を繰り返しながら、生徒がワクワク感をもって取り組める探究活動を進め、
資質・能力の育成の実現を図っていきたいと思います。 


